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オーストリアのハウプトシューレにおける化学カリキュラムの改訂

田中 賢二

オース トリアの前期中等教育段階における化学か ノキュラムの改訂の現状を,ハウプ トシ

ューレにおける化学の新旧学習指導要領などから,明らかにしたOかつてのいわば ｢物理の

最後に含まれる化学｣から独立することにより,普通教育中等学校下級段階との違いが解消

(経済実科ギムナジウムを除く)した｡しかし,週授業時間数は,最終 (通算呼称 8)学年

における週 2時間のままで,大きな変化にはならなかった｡学習目標,内容,内容の取扱い

の指示における変化からは,ハウプ トシュー-レにおける化学カリキュラムの今回の改訂が,

一 一万で,化学固有性の確立,他方で,学校 ･教員の自由裁量の拡大という方針に従ったこと

が.窺い知れた｡

Keywords:オース トリア,ハウプ トシューレ,化学カリキュラム,学習指導要領,改訂

I.はじめに (Vorwort)

既に,筆者は, ドイツについては第二次世界大戦

以前において世界をリー ドしてきた伝統を背景にも

つ (西) ドイツにおける物理教育の現代化l'など一

連の研究を行ってきた｡

ドイツ語圏のオーストリアについては,まず, 前

期中等教育段階 (通算呼称で第 5- 8学年)の教科

｢生物 ･環境 (BIOLOGIEUNDUMWELTKUNDE)｣
がどのような教科であるのか:)を,次に,初等教育

段階 (第 1-4学年)における科学 (理科)教育が

北隣の ドイツ ･バイエルン邦の場合とどのように異

なるか3',前期中等教育段階の教科 r生物 ･環境｣

とどのように関連しているが 'を,また,この初等

教育段階の科学教育との関連性の視座に立ち,前期

中等教育段階における物理教育の現状■りを,明らか

にしている｡加えて,更に,前期中等教育段階にお

ける物理カリキュラムと生物 ･環境カリキュラムと

の改訂の現状6,7)を,新旧学習指導要領などから,

明らかにしてきた｡

引き続き,本稿の具体的なEl標は,オーストリア

の前期中等教育段階における化学カリキュラム0)改

訂の現状を,ハウプ トシューレにおける化学の新旧

学習指導要領 8-10)などから,明らかにすることで

ある｡

ll.枠組み (Rahmen):

詳細は拙稿6),オース トリアのハウプ トシューレ

における物理カリキュラムの改訂,岡山大学教育学

部 ･研究集録,137号 (2008).29-38頁.のⅢ章な

どに譲るが,必要最小限は,抜粋再録しておく｡

Il. l.学校制度 (6sterreichischesSchulwesen)

オース トリアの学校制度は444制である｡初等

教育段階の学校である基礎学校 (国民学校)に続き,

中等教育段階が,就学開始学年から通算呼称で5学

年から分岐するフォーク型であり,それぞれ4年間

の前期と後期とに分かれる｡前期中等教育段階は,

ハウプ トシューレ (全生徒数の約 7割)と,ギムナ

ジウム,実科ギムナジウム,経済実科ギムナジウム

からなる普通教育中等学校の F級段階 (約 3割),

そして国民学校上級段階 (ハウプ トシューレが近く

にない地域で無視できる程度)とに分かれ,後期中

等教育段階では普通教育中等学校の上級段階の他に

職業教育関係の諸学校も存在 しているL,ここでは,

前期中等教育段階の学校を代表して,多くの生徒が

在学している学校,ハウプ トシューレに焦点を当て

ることにする｡

Il.2.学習指導要領 (Lehrplan)

教育に関してオース トリアは中央集権であり学習

指導要領の公示前に各邦の審議会に諮問されるとし
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ても,また.独 自の学習指導要領として若干の特色

要領が教育の大綱 を定めている｡

今回のハウプ トシュー レ学習指導要領の (現行へ

の)改訂は,薪 (21)世紀を見すえたものであった｡

旧学習指導要領は1985/86か ら1988/89,新学習指導

要領は2000/01か ら2003/04学年度,それぞれ 3年間

掛けて完全実施に移 され,15年周期で (移行期 を

除けば 12年間の後に)改訂 していることになる｡

この周期で改訂がなされるとす ると,2015/16年度

が更なる改訂の移行開始年,2018/19年度がその完

成年度になり.それまで現行の新指導要領が有効 と

なる｡なお,オース トリアの欧州連合 (EU)加盟

は,1995年であったO

ハウプ トシューレの新旧学習指導要領の内容構成

(主要 目次)は,大枠 (6部立て)には変更がない｡

日本の学習指導要領などに対応 させていえば,ほぼ,

第 1- 4部は総則に,第 6部Aは各教科に,第 5部

は道徳に,相当 している｡ また,第 6部B (自由)

選択教科や第 6部C必修でない訓練は,部活動に相

当 している｡ハウプ トシュー レにおける科学関連の

必修教科が,2教科 (生物 ･環境,物理 ･化学)か

ら3教科 (生物 ･環境,化学,物理)に,物理 と化

学 とに分科 したこと,これらは必修でない訓練で も

扱われうることがわかる｡

日.学習指導要領 ･化学 (LehrplanederChemie)

ハウプ トシュー レの新旧カリキュラム (新旧学習

指導要領)において化学に該当する部分を抜粋対照

表にすれば,表 1となる｡旧カリキュラムにおいて

は教科の枠は化学でなく物理 ･化学であったことが

確認できる｡

新 旧 学 習 指 導 要 領 と も に , 陶 冶 教 授 課 題

(B日加 ngs-undLehraufgabe),教授学的諸原則

表 1 ハウプ トシューレの新旧学習指導要領 ･化学 (ない し物理 ･化学)の内容構成

新学習指導要領 :化学 日学習指導要領 :物理 .化学

A.必修教科の学習指導要領 (Lehrpl畠neftlrdiePflichtgegenstande) A.必修教科 (Pflichtgegenstande)

化学 (Chemie) 物理 .化学 (PhysikundChemie)

陶冶教授課題 (Bildungs-undLehraufgabe): 陶冶教授課題
教授学的諸原則 (DidaktischeGrundsatze): 教材:

教材 (Lehrstoff): 2学年

中核領域 (Kernbereich)*: 教授学的諸原則

4学年 3学年

*第3部 学校 ･授業の計LdlJL(DRITrERTEILSCHULUNDUNTERRICHTSPLANUNG)
2.中核領域と発展領域
指導要領は,必修教材と必修訓練とにおいて中核領域と発展領域に区別している｡中核領域では添付時間割で与えられている
週時間数の2/3が予定されている｡この時間的な制限に加えて,中核領域は内容的に規定されてもいる｡
一般的な陶冶目標と一般的な教授学的諸原則.また陶冶教授課題や各必修教材と必修訓練とが,中核領域と発展領域とに有

効である｡節 ｢教材｣は,必修中核領域の比較可能性と透過性との保証を定めている｡簡素に抽象的に表現されている中核要
件の具体化は,教員の必修的な課題である｡この時間的な重みや具体化が教員の義務である｡
発展領域は,地域に関連させ,教員によって,あるいは,教科枠を越えて,学校独自の指導要領規定の尺度のみに従って,

チームで計画される｡
発展領域の設計時に,とりわけ以下の視点が考慮されるべきである｡つまり,地域的与件,生徒の要求興味能力,クラスの

学習の進展 (深さの要求,演習など),教員の個人的な重点,物的人的資源,学校独自の指導要領である｡
中核領域と発展領域は内容的にも組織的にも相互に関連している｡学習形態,授業段階,学校の催しなどが,始めから,一

方の領域や他方の領域に割り当てない｡割り当ては,むしろ,学習目標に方向づけられる｡成績の確定も判定も両方の領域に
関係する｡

(DidaktischeGrundsatze),教材 (Lehrstoff)があ

り,学習 目標,内容の取扱い,学習内容に相当する｡

薪では,教授学的諸原則に従って,教材 を定めたこ

とにな り,旧に比べて,教師の自白l裁量を許容する

余地をもたらす ものである｡

新学習指導要領で設定されたIP核領域 と発展領域

の区分で,中核領域の学習内容 を授業時間数の 2/

3で行い,一方,発展領域の学習内容は具体的な指

示はな く,教師の裁量で考え,教科枠 を越えること

も可能となっている｡

日. 1.週授業時間数 (Wochenstunden週授業時

間数Stundentafeln授業時間割表)

ハウプ トシュー レにおける教科 ｢化学｣｢物理 ･

化学｣｢物理｣の週授業時間数の新 旧学習指導要領

による変化 をまとめると,表 2となる｡表 3は,ハ

ウプ トシュー レとともに,前期中等教育段階に属す

る普通教育中等学校の下級段階における教科｢化学｣
の週授業時間数の変化表である｡

全教科の時間数総計の減少 (いわば rゆとりの創

造｣)がなされたが,普通教育中等学校の 下級段階

における化学は週授業時間数 (ギムナジウム&実科

- 7 4 -



オース トリアの前期中等教育段階における生物 ･環境カリキュラムの改訂

表 2 ハ ウプ トシュー レにお ける教科 ｢化学｣｢物理 ･化学｣｢物理｣の週授業時間数の変化表

新学習指導要領2000/01移行開始2003/04完全実施 ← 日学習指導要領1985/86移行開始1988/89完全実施

必修教科＼学年 1 り 3 4 介計 合計 1 2 3 4 学年.′必修教科

物理 Physik - 1 り り 5* ←/ 8 2 2 4 物理 .化学PhysikundChcmie化学 Chemie - - - 2 2*

*学校が独自の規定でも･'て若干の特色を出す場合の許容幅は,化学1.514,物理5110である｡

表 3 普通教育中等学校 の下級段階 における教科 ｢化学｣の週授業時間数の変化表

新学習指導要領2000/01移行開始2003/04完全実施 ← 日学習指導要領1987/88移行開始1988/89完全実施

学年 1 り 3 4 合計* 合計 1 2 3 4

必修教科＼類型 GRGrwK G RGWK G/RG WK G/RG WK G/RG WK G/RG/WK
化学 - - - - 2 2 2 2 2 2 ← 2 4 - - - 2 2

G-Gymnaslumギムナジウム,RG=Realgymnaslum実科ギムナジウム,WK-WlrtSChaftskundlichesRealgymnaslum経済実科ギムナジウム
*学校が独自の規定でもって若干の特色を出す場合は,学年の総授業時間数を,順に,それそれ,26-30,29-32,29-33,29-33の帽が可
能で,そして1-4学年計で120とすること｡

ギ ムナ ジ ウムの 4学年 2,経 済実 科 ギ ムナ ジウム

3 ･4学年各 2計 4の まま) で減少 はなか ･Jた｡一

方,ハ ウプ トシュー レにおけ る化学 は.物理 ･化学

か らの分離独立 とい う大 きな変化があ り,週時間数

では,最終学年 (4学年) の 2で,ギムナ ジウム&

実科 ギムナ ジウム と同 じになった∪ しか し,経済実

科 ギムナ ジウムの下級段 階の週時間数 とでは, (3,

4学年のそれぞれ 2の計 4･差 2で)異 な一'た まま

である｡

新 では,週授 業時 間を一定の枠 内で増減で きるよ

うにな り,学校 ･教員の 自由裁量 の拡大 となってい

る｡

IH. 2.目標 (B‖dungs-undLehraufgabe:陶冶教

授課題)

表 4は,学 習 目標 (B"dungs-undLehraufgabe:

陶冶教授課題) の新 旧対照表 である｡

そ もそ も,ハ ウプ トシュー レの新 カ リキュラムに

おいて教科 ｢化学｣が旧 カ リキュラム (旧学習指導

表 4 学習 目標 (Bildungs-undLehrauf9abe:陶冶教授課題)の新旧対照表

新学習指導要領 :化学 旧学習指導要領 :物理 ･化学

化学教育は一方で,物質に関する日常 ･休暇 ･生活 ･職業で

の現象の克服について知識と基礎能力を生徒に与えることに寄

与し,他方で自然と物質との分野で社会的教育を実施する課題
を有している｡

化学教育の課題は,生徒の経験分野から発し,地域の特性を
考慮して,生徒を化学的思考に至らしめることである｡これは

以下によって生じる,つまり

一化学現象の意識的な観察

一日分で実施する実験によっても,化学原理と学習技術との学

管

一生徒の既有の概念に関連付け簡単なモデル思考の訓練

-ミクロ宇宙と日常の経験界との間の関連の把捉

一全ての生活形態と現象とに対して化学の意味の理解

化学教育は更に,化学と技術との国民経済的社会的意味を年

齢に応 じて評価 し,また,職業界 ･労働界に準備する状態に,
生徒を至らしめる課題を有している｡

これは以下によって生じる,つまり,

一物質循環に対して,経済とエコロジーとの相互作用に対して,

これでもって,環境意識を持った行為に対 して,エネルギー ･

原料節約に対して理解

-自然科学的認識の応用の危険,また,技術嫌悪と反科学との

偏見の批判的議論

更に,化学教育は個性発展の意味で,自己責任に対する意識
を支援 し,大人の余暇 ･消費行動に至らすべきである,これは
以下によって生じる,つまり,

-チーム ･コミュニケーション･連借能力への訓育や正確 ･用
意周到 ･責任への訓育

一健康教育 ･民間防衛意識また安全意識ある行為の増進

学校の課題分野への寄与BeitragezudenAufgabenbereichen
derSchule･
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物理 ･化学の授業は,生徒か｢1分の環境において自ら

を位置づけ茸任感を持って子f動できるように,生徒を支
援するべきである｡この為には,自然現象内また自然 ･

技術 ･日々の生活 ･職業 ･余暇 ･世間の間の関連につい

ての理解を,生徒に伝えることが必要である｡この理解は,

知識と認識,能力,態度,価値の獲得が前提であり,生物 ･
環境や他の自然科学 ･知識分野との関連が作られる｡

簡単で実際関連の事例から発し,生徒は物理 ･化学の

法則性の知識を獲得 し,モデル概念を展開し,その他の

事例によってそれらの意味を認識することになる｡同時に.

生徒は自主的な教育に導かれる｡

生徒は物理 ･化学の簡単な研究方法を知 り応用できる

べきである,例えば,観察,記述,測定 ;問題設定,簡

単な仮説と読み取 り;実験の計画,実施,読み取 り考察｡

生徒は,ますます,専門用語を正 しく使う能力を鍛えら
れるべきである｡

法則の適用限界が生徒に意識されるべきである｡

物理 ･化学教育は環境問題に意識を目覚めさせ,17一任

感ある行動を促すべきである｡これには,環境概念の多

層性についての理解が入る｡生徒は,環境破壊の原因と

結果について洞察を得るために,経済学と生態学との関

連を認めるべきである｡化学教育は,重要な有害物質と

廃棄物質を越えて,特別な知識で,その原因と危険性を
伝え,消費者として環境に優 しい行動をとる準備を生徒

にさせるべきである｡物理と化学の授業は,エネルギー

と資源との知識の伝達に加えて,意味があり節約した使
用について態度や構えを支援すべきである｡

関連について理解 ･能力 ･認識の継続的な拡大は,普
識され自己批判的,年齢段階に合った行動様式ができる

可能な限り自主的な意見形成に,ますます促すべきである｡

生徒は,自然科学的認識の俺用を通 じて,日々の技術
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基本は,人間に相応しい未来を可能にするために,環境に対
しての危機と環境保護処置との判断にあるOこの方向での決定
能力は,まず大切な化学的基礎知識によって斗じる｡また,そ
のような未来問題の倫理 ･道徳的議論が,基礎としての巷本知
識でもある｡

陶冶領域に対する寄与BeitragezudenBildungsbereichen:
B灘と皮節 NaturundTechnI'k:

自然の全分野にとって物質的な構造原理の一貫した有効性,
外的属性への内的構造原理の反映を考慮して社会の技術的業績

F,fp=-,,Eとコミ1ニケ-シ3ンSpracheundKommunlkatl0n:
日常用語と専門用語ないしシンボルとの差異,計画 ･観察の

際の正確な言語使用と議論,化学現象の記録
AGOTと密会MenschundGeseIIschafl:

歴史の流れと社会的条件とにとって自然科学の意味,社会一
技術一価値一昔任一倫理の関連

劇逆とpi'fLTKreal/.vI'(atundGeslaltung:
物質面での環境と共同社会とに対する美学的 ･感情的な関係

@8-と遜瀞 GesundheitundBewegung:
危険物と廃棄物の扱い,栄養教育と健康教育,薬とドーピン

グとについて解説,衛生の意味,医学的進歩に対する化学の意
咲

的な機器装置の扱いで,自然への対峠の際の可能な危険
性について,また,危険回避 (事故防止,交通教育,放
射線保護,民間救護,平和教育)の処置について,知識
を獲得すべきである｡ここで,生徒は,自己賓任に導か
れるべきである｡
生徒は,職業 ･労働の諸条件への洞察を得て,先端技

術の意味を知るべきである｡
オーストリアの学者,研究者,技術者,発見者,発明

家の貢献に,特に,配慮されるべきである｡

要領)における教科 ｢物理 ･化学｣か ら分離独立 し

た形であるので,物理教育関係の交通教育や放射線

保護などがな くなっている｡

また,大 きな変化は,構造を持たせたこと (9段

落か ら3段落 +2段落へ,つ まり教科固有,科学教

育全体,学校,教育全体)である｡更に,国家意識

の要請 ｢オース トリアの学者,研究者,技術者,発

見者,発明家の貢献に,特に,配慮 されるべ きであ

る｣が,削除され,批判的能力 (技術嫌悪 と反科学

との偏見の批判的議論). コミュニケー ション能力

が追加 されたことになる｡

モデル思考 (概 念),専門用語,安全教育,責任

感,職業教育,エネルギー ･資源教育など,科学全

体 との関連,認識の特性,社会的責任 まで も念頭に

おいた知識理解,方法習得を学習 目標 としているこ

とでは,変化はない｡

ちなみに,前期中等教育段階全体 (ハウプ トシュ

- レ,普通教育中等学校つ まりギムナジウム ･実科

ギムナジウム ･経済実科ギムナジウムの下級段階)

に視野を広げ,新旧カリキュラムにおけるそれ らの

間における化学の学習 目標 の相違に言及 してお く｡

旧では,ハ ウプ トシュー レの学習 目標は普通教育中

等学校 (つまりギムナ ジウム ･実科ギムナジウム ･

経済実科ギムナジウム)の下級段階の学習 目標 (こ

れ ら3つではr司じ) と (若干)異なっていた, しか

し,薪では,ハ ウプ トシュー レの学習 目標はギムナ

ジウム&実科ギムナジウム下級段階と同 じになった

が,経済実科 ギムナジウムの下級段階 とは (若干)

異なった ままである｡

日. 3.内容 (Lehrstoff:教材)

学習内容の変化 は,旧において化学が物理か ら分

離 していないので,また,新旧で指示の形式などが

異なるので, まずは, 順に,見ていかなければなじノ

ないし)表 5は,旧学習内容 (Lehrstoff:教材) 一物

表 5 旧学習内容 (Lehrstoff:教材)-物理 ･化学- (抜粋)

第 2学年 (週2時間)物理 (週2時間)

1 日常における物理との出会いBegegnungmitPhysik/mAI/tag
①物理への洞察
ア.物理学の幾つかの分野の精選した実験によって,生徒の興味が目覚めさせられる
(む電流との出会い :
ア.導体と絶縁体｡簡単な電気回路と要素｡
(訂図記号

ア.生徒実験によって電気に関する日々の経験が戻されるべきであるO :バッテT)- (堀源)の便札 ケーブル,スタンド
(消費者),スイッチまた閉じた回路への完成｡
④電気機器の扱い時の危険
ア.簡単な安全予防措置
実際関連:簡単な電気器具と装置
⑤磁石との出会い :
(参よく使われる使用形態,磁石の極,相互作用
7.永久磁石を使った生徒実験
実際関連:磁石鍵,玩具,コンパス

2.運動中の物体KdrperI'nBewegung
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第3学年 (週 2時間)物理 (週 2時間)

1.物体は自然のIPでは純物質としてはほとんど存在しないStoffekommenlnderNalurseltenreinvor

①力学的な特性による物体の記述｡物体と物質
ア.物理的な特作による物の選別

ィ.例えば,色,状態,硬度,密度,金属一非金属などのような,秩序原理に従う選別

ク.物質の特性と利用間の関係

②混合物｡純物質

7.物理学的分離法の例 :溶解,漣過,遠心,蒸留,クロマ トグラフ (現象としてのみ)

実際関連:資源 (例えば,塩,石油)a)Jt.I.座｡牛乳.実験室での自然物質の探究｡ 下水処伸｡排ガスフィルター

③化合物｡元素

ア.化学的反応による化合物の分離.化合物からの元素の独得
実際関辿:鉱物からの金属の生産

2.物質の構成要素としての原子Atomea/sBauste/'nederMaterle

第 4学年 (週4時間)物理 (週 2時間)

1･磁場 DasMagnetfeld
(丑永久磁石の磁場Lつ磁力線

②磁気誘導

(む地球の磁切

実際関連:コンパス｡磁気遮断

2電流が磁場を作るStromfJussbewlrktMagnetfe/d

11,エネルギー変換とエネルギー獲得 Energ/eum/ormungundEnergiegewlnnUng
①ェネルギーについてのまとめ的な概観と重要な変換過程の事例

② 4サイクルオットーモータの事例でエネルギー変換機械

③発展教材 :2サイクルモーター｡ディーゼルモーター｡ジェット.ロケット

(むェネル,ギーの保存則
7.エネルギー変換時の効率

(9地球のエネルギー収支 :エネルギー源とエネルギー供給

⑥ェネルギー獲得の代案的力1去
7.代替エネルギーの基礎と問題への洞察

⑦意味あるエネルギー節約の吋能性

7.エネルギー意識を持った消費活動o廃熱の利jHo

実際関連:伝導技術｡自動車｡

ソーラー技術,地熱,風力,潮力,太陽熱,熱ポンプ,地域暖房｡

121発展教材 :物理学に関する最後の考察AbschlleSSendeBetrachtungenueberPhyslk
(∋物理のEl的,成果,方法,限界また個人と社会にとってのその意味について考察
7.関連した問題の議論に入る準備

第 4学年 (週4時間)化学 (週2時間)

1.化学-物質の世界Chem/'e-d/eWe/(derSloffe

①化学過程における物節の特性とその変化についての記述

ア.粒子モデルを使って原1･構造,統合の種類,周期系,化学現象の深化的繰 り返し
ィ.物理学的特性 ･過程と化学的特性 ･過程間の区別

実際関連:食糧｡衣料｡化粧｡医学｡
材料｡未来問題の克服

2.水一化学的な考察 wasser-chemISChbetrachter

12･水と土壌におけるJb◆害物質とその減少 schadstoffeinWasserundBodenundihreVerminderung
①有害物質とその作用連鎖｡簡単な実証反応
ア.現実例

②有害物質の削減
ア.消芋y者の自己責任

ィ.化学的方法による有害物質の除去

JR際関連.食物連鎖.ゴミO海洋汚染｡廃水浄化｡脱塩｡植物保護
教科等関連:生物 ･環境

13･エネルギーと資源の節約 SparenvonEnerg.eundRohstoHeヮ
①廃棄物からのエネルギーと資源の生産｡廃熱
(勤エネルギー資源に優 しい消費行動

教科等関連:物理-エネルギー節約O地理 ･群済-原料問題

なお,大中小項目の順序区分で示した1.①,アなどの数字,カタカナは,原文では付けられていない｡

理 ･化学 -の抜粋 であるQ 計45天項 EJで い えば, 日常 にお け る物 理 との 出

旧学習 内容 (Lehrstoff‥教材 ) 一物理 ･化 学 -の 会いか ら始 ま り,エ ネルギー と資源の節約で終 わる｡

構成 は,3階層 (いわば大 中小項 目) であ る｡ この最後 の大 項 目 :エ ネルギー と資源 の節 約 を除
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き.第4学年の後半は,化学の学習内容である｡つ

まり,第4学年週4時間は物理 2時間と化学 2時間

とに分けられている｡第2,3学年は物理の学習内

容であるので,物理 ･化学の過授業時間数計 8内の

比率でいえば,物理対化学は6:2となるOこの週

授業時間数は,表 2と表3との対比,つまりハウプ

トシューレとギムナジウム&実科ギムナジウムの下

級段階との対比からも,追認できるっそして,新と

の比較からは,化学の週授業時間数は減少していな

いことがわかる..

結局,｢物理 ･化学｣は総合的な教科ではなくモ

ザイク的に物理と化学とを複合させた教科であった

といえる｡つまり,物理と化学に容易に分科しうる

教科であった｡｢物理 ･化学｣は,週授業時間数,

学習目標,内容などから,いわば ｢最後の部分で化

学を含む物理｣といえる教科であったO

｢化学｣から言えば,いわば ｢物理の最後の部分

にモザイク的に付加されていた化学｣であった｡

表 6は,旧学習内容 (Lehrstoff:教材)-物理 ･

化学一における大中小項目の数,及び,週授業時間

数当たりのそれらの数に注目して,まとめたもので

ある｡

表 6 旧学習内容 (Lehrsto什教材)-物理 ･化学一における大中小項臥 及び,週授業時間数当たりのそれらの数

物理 .化学の過授業時間数 学年 大項目数 中項目数 中項目数/大項目数
2 2 ll 56 5.09

2 3 9 47 5.22

4 22 4 物理 12 54 4.5化学 13 64 4.92

8 45 221 4.91

小項目数 小項目 ′ト項目数/中項目数アイウエ 実際関連 教科等関連

57 27(23) 23 7 1.02

55 31(23) 17 7 1.17

37 19(15) 14 4 0.685

7日 48(30) 20 10 1.22

227 125(91) 74 28 1.03

週授業時間数当たりの大中小項目数を,化学と物

理 とで比較すれば,旧学習内容 (Lehrstoff:教

材1-化学-の方がより詳しく指示されているとい

え る｡例 えば,表 7の よ うに, ln学 習 内容

(Lehrstoff:教材)一化学一における小項目 (48アイ

ウエ)の内には,｢制限｣｢限りで｣に言及している

4′｣､項L],及び,特徴的な例を含む1項目もある｡

表 8は,新学習内容 (Lehrstoff:教材 ･中桟領域

Kembereich:)-化学-である｡

新学 習 内容 (Lehrstoff:教材 ･中核 領域

表 7 旧学習内容 (Lehrstoff:教材)一化学一において,｢制限｣｢限りで｣に言及 している4小項乱
及び,特徴的な例を含む1項目

大項目 中項目 小項目 (アイウ工)

4.日常における酸とアルカリ (む塩素,硫酸,硝酸.酢酸 ア.典型的な特性への制限

(∋水酸化ナ トリウム.水酸化カルシウム,アンモニア ア.典型的な特性への制限

5.生活圏の大気 ⑤燃焼による大気中の有害物質 ィ.日常や環境問題の理解に必要である限りで,扱う

9.アルコールと炭酸 (む発展教材 エステル結合 ア.縮合反応の原理に制限

表 8 新学習内容 (Lehrstoff:教材 ･中核領域Kernbereich:)一化学-

中核領域 KernbereICh.･

4.Klasse:4学年

1.物質の分類と特性 EinteHungundEIgenSChaftenderStoffe:
①物質の様々な分類基準への見解を得ること
(診混合物と純物質やそれらの特徴を[,{別できること

(彰分離方法とその利用の知識理解

2.物質の構成原稚AufbaupnnzIPienderMaterie:
①年齢にあった粒子モデルないし原 [･モデルへの見解

(む元素の整理原理の理解

(卦化学記号の知識稚解

④物質の多様性の由来としての化学結合の認識

(9幾つかの無機 ･有機物質の構造についての聴礎知識と簡単な構造 ･特徴関係の獲得
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3.基礎的な化学反応GrundmusterchemischerReaktionen.
①結合の崩壊と再開を通じて条件とされる物質 ･エネルギー変化の関係について定性的把握Q
(参簡単な事例で酸化 ･還元の関係の理解
(釘酸性とアルカ7)性の意味の日常的な認識
④酸 ･塩基 ･塩の重要な特性と反応への見解を得ること
(9重要な反応を引きやすいグループの典型的な特徴について稚解を得ること

4.原材料源とその責任感を持っての利用RohstoffquellenundihreverantwortungsbewussteNutzung:
(9-方で原材料源として他方で保全されるべき生命基盤として,空気 ･水 ･土壌の認識
②重要な無機原材料の意義 ･獲得 ･加工に関する知識
(釘化石原材料の意義 ･獲得 ･加工に関する知識
(彰廃棄物と廃棄物処理または再利用の価値に関する知識
⑤自然体系阻害としての環境問題の原則的な理解
⑥有害物質の最小化の際の化学的方法の意義の認識
⑦衣料 ･住居 ･エネルギー源 ･エネルギー供給 ･交通 ･新技術のような実際上で大切な分野における化学的な基礎知識の獲
得

⑧化学産業の経済的意義への見解を得ること

5.生化学と健康教育BiochemieundGesundheitserziehung･
①生命現象にとって大切な物質類-の見解を得ること
②栄養品と時好品,薬とドラッグに関して判断力について最初の案内
③衛生上重要な物質の構造と利用に関する理解を得る
①危険性に関して物質の評価の年齢にあった訓練 ,及び家庭薬品の責任感を持った安全な扱いの学習

発展領域En〃eiterungsbereich:
発展領域の内容は,陶冶教授課題,また教授学的諸原則の考慮の元に定められる｡(参照,第3部の節 ｢中核領域と発展領域｣)

なお,大中項目の順序区分で示した1.①などの数字は,原文では付けられていない｡

表 9 新学習内容 (Lehrstoff:教材 ･中核領域Kernbereich:)一化学一において,5大項 目25中項 目一

覧の内,｢制限(年齢にあった)｣に言及 している2中項 目

大項目 中項目

2.物質の構成原理 ㊥年齢にあった粒子モデルないし原子モデルへの見解EinsichtineinaJhiW STeilchen-

bzw.Atommode".

5.生化学と健康教育 (彰危険性に関して物質の評価の年齢にあった訓練,及び家庭薬晶の責任感を持った安全な扱い

の学習AltersgemaBeSchulungderEjnschatzungvonStoffeninHinblickaufderenGefahrlichkeit

Kernbereiぐh:) -化学 -は, 2階層 (いわば大中)

構成で,計 5の大項 目 :1.物質の分類 と特性,2.

物質の構成原理,3.基礎的な化学反応,4.原材

料源 とその責任感を持っての利用,5.生化学 と健

康教育であ り,物質の分類か ら始 まり,健康教育に

おける意味で終わる｡それ ら大項 目の元に,各 3-

8のいわば中項 目,計25中項 目 (-3+5十5+

8十･日 が指示 されている｡

新学習内容の中核領域か ら分離 された発展領域に

対 しては.具体的な内容指示はな く,中核領域に対

する目標や内容の取扱いとの関連を考慮するだけが

求め られ,教員の自由裁量であ り,選択的な学習内

容の設定と考えられる｡

中項 目の学習内容でいえば,①物質の様 々な分類

基準への見解 を得ることか ら始まり,(互危 険性に関

して物質の評価の年齢にあった訓練,及び家庭薬品

の責任感を持った安全な扱いの学習で終わることに

なる｡

以上見てきたように,新旧学習指導要領による学

習内容は,以 下のような枠組み上の変化を持ってい

ることになる｡

●内容の指示量の減少

●大中小項 目の 3階層か ら大中項 目の 2階層へ変

化 :計13大項 目64中項 目78小項 目か ら5大項 目25

中項 目へ

●表現形式 として内容羅列か ら内容 目標要素の付

加,例えば,

4.日常における酸 とアルカリ ･⑥塩素,硫酸,棉

醍,酢酸 ･ア.典型的な特性への制限 :3.基礎的

な化学反応 ･(4:)酸 ･塩基 ･塩の重要な特性 と反応へ

の見解 を得ること (Einsichtgewinnen)

●中項 目としての発展教材 (計64中項 目の うち計

15)か ら発展領域 (教員の裁量)へ :教材の中核領

域 と発展領域 とへの分離

●実際関連,教科等関連の小項 目における指示から,

それらの言及な しへ

表 9は,新学習 内容 (Lehrstoff:教材 ･中核領域

Kembereich:) 一化学 一において,5大項 目25中項

目一覧の内,｢制限 (年齢 にあった)｣に言及 してい

る 2中項 目である｡表 7 旧学習内容 (Lehrstoff:

教材) -化学 一において,｢制限｣｢限 りで｣に言及

している4小項 目,及び,特徴的な例を含む 1項 目

との比較か らは,教員の裁量の拡大を窺わせるノ

削除された り新たに導入 された教材 という学習内
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容の具体的な変化あるいは変化がなかった内容は,

新旧で指示の形式や数などが大きく違うので,単純

には判断できない｡そこで,旧内容項 目計155(大

項目13,中項目64,小項 目78)と新内容項 日計30

(大項 目5,中項 目25)とにおいて,含まれている

内容事項の出入 りで,内実上の変化を判断 していく

ことにする｡

旧における中項 目としての15の発展教材 (表 6

参照)に含まれる多 くの内容事項は,例えば,｢触

媒｣は新において兄いだせない｡一方,新にあり旧

に兄いだされ内容事項には,｢生化学｣｢ドラッグ｣

があり,新での健康教育の重視が窺われる｡

新旧に兄いだされ内容事項には,例えば,粒子モ

デル,酸化&還元,アルカリ性か酸性,環境問題な

ど化学の学習に重要な内容事項があり,結局,新旧

の内容に関して大きな変化はなかったといえる｡

ちなみに,前期中等教育段階全体 (ハウプ トシュ

ーレ,普通教育中等学校つまりギムナジウム ･実科

ギムナジウム ･経済実科ギムナジウムの下級段階)

に視野を広げ,新旧カリキュラムにおけるそれらの

間における化学の学習内容の相違に言及 してお くO

旧では,ハウプ トシューレの学習内容は普通教育中

等学校 (つまりギムナジウム ･実科ギムナジウム ･

経済実科ギムナジウム)の下級段階の学習内容 (こ

れら3つではギムナジウムと実科ギムナジウムは同

じであるが,経済実科ギムナジウムはそれらより多

い)と異なっていた,しかし,薪では,ハウプ トシ

ューレとギムナジウム&実科ギムナジウム下級段階

とで同じになったが,経済実科ギムナジウムの下級

段階とは (それらより若干少なく)異なったままで

ある｡

"I.4.内容の取扱い (DidaktischeGrundsaze:教

授学的諸原則)

表lOは,内容の取扱い (DidaktischeGrundsaze:

教授学的諸原則)の新旧対照表である｡

新旧とも,経験,生徒実験,定性的な比例関係,

モデル,メデ ィア活用,様々な教授形態などが留意

点として示 されている｡一方,旧では,発展的な情

戟,問題練習などに触れているのに対 して,薪では

新 しい情報機器やソフ トの活用や安全教育が言及さ

れていることで異なっている｡新では,化学の学習

に関係する内容の取扱いなどの追加 と考えられる｡

ちなみに,前期中等教育段階全体 (ハウプ トシュ

ーレ,普通教育中等学校つまりギムナジウム ･実科

ギムナジウム ･経済実科ギムナジウムの下級段階)

に視野を広げ,新旧カリキュラムにおけるそれらの

間における化学の学習内容の取扱いの相違に言及し

てお く｡旧では,ハウプ トシューレの学習内容の取

扱いは普通教育中等学校 (つまりギムナジウム ･実

科ギムナジウム ･経済実科ギムナジウム)の下級段

階の学習内容の取扱い (これ ら3つでは同 じ) と

(若干)異なっていた, しか し,薪では,ハウプ ト

表10 内容の取扱い (DidaktischeGrundsatze:教授学的諸原則)の新旧対照表

新学習指導要領 :化学 旧学習指導1%･領 :物理 ･化学

化学教育は,_巨として生徒の経験世界から出

発すべきである｡原理的に,認識獲得に対する
樺能的な方法が努力される｡教師実験 と,とり

わけまた生徒実験から発すべきことを,一割末し

ているoその際に,生徒に,可能な限 り,n=i:_
的な探究 ･研究 ･発見の機会を与えるべきである｡

とりわけ,簡単なモデルや元素の周期経が,説
明のために引き出されるべきである｡法則の定

式化では,定性的把捉と比例的な把捗に価値が

おかれるべきである｡

授業は,現代的な学習 ･社会形態 (例えば,
チーム学習)や社会 ･情緒的な分野での学習に

よって,支援されるべきである｡更に,新 しい

テクノロジー,学習ソフ ト,電子情報体系 と取
扱いが生じるくつ

授業実施に際して,範例的な深化 (例えば,

プロジェクト授業,修学旅行,遠足)と情報提

供 (可能な限 り,実験やメデ ィア導入の形によ
って支援し)が配慮されるべきである｡
化学教育は,広い意味で安全教育であるGそ

こで,物質と反応から生 じる危険唯を,言及せ
ねばならない｡安全設備 ･備品の規定に従った

使用によって,生徒は,実験に際して,安全基

準にも慣れるべきである｡とりわけ,危険回避は,

手本的な機能のために,演示的に,慎重に実施
されねばならない｡

物押 ･化学教育は生活圏におけるLt従の具体的な観察と経験から

発するO他の事例を使い具体的な弔象で適用できる上位の概念と一

般的な洞察をもたらす｡生徒の年齢に応 じた思考方法と意味づけと

が,考慮される｡適切な内容で,生徒に,吋能な限り自主的な探究,

研究,発見の機会が与えられるべきである｡これは,生徒実験の導
入を含む｡

授業は,会話,パー トナー活動,グループiL5'動のような対応 した
教授形態 ･社会形態によって,社会的情緒的領域でも学習を支援す
べきである｡

一般化の過程は,具体的な状況 .対象あるいは行動から可能な限

り出発し,事象の図示を越えてシンボル的表現 (例えば,言語,記

号)に至る｡法則の作成時に,定性的そして比例的把握に特別な価

値が置かれるべきである｡適切な事例で,物堆 ･化学に対して数学

的な方法の効果が示されるべきである｡モデル概念 (例えば,粒子

モデル)と基礎概念 (例えば,力,エネルギー)また)亡素の周期律

が,現象の説明に対して,適当な箇所で,引き出されるべきである｡

法則の把握時に,観察の一般化に加えて,実験を使って,時とし

て,解決法 (仮説)の試行的な演縛と直感的な実験的考察が,利用
されるべきである｡

授業計画で,精選した深化 (例えば,プロジェクト授業,修学旅
行や遠足)と情報 (叶能な限り実験やメディアを使って)の適切な

方法が,利用されるべきである｡

探化した考察法として,教材での制限される指示を越えて,成績
判定で考慮されない付加的な情報が,時として提供されて良い｡

問題の反復,練習,解法の段階が.認識獲得過程になる｡
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シューレと普通教育中等学校全て (つまりギムナジ

ウム ･実科ギムナジウム ･経済実科ギムナジウム)

の下級段階とで同じになった｡つまり,前期中等教

育段階全体 (ハウプトシューレ,普通教育中等学校

つまりギムナジウム ･実科ギムナジウム ･経済実科

ギムナジウムの下級段階)で同じになった｡

IV.あわりに (Schlur3)

オース トリアの前期中等教育段階における化学カ

リキュラムの改訂の現状を,ハウプ トシューレにお

ける化学の新旧学習指導要領などから,明らかにし

てきた｡

かつてのいわば ｢物理の最後に含まれる化学｣か

ら独立することにより,普通教育中等学校下級段階

との違いが解消 (経済実科ギムナジウムを除く)し

た｡しかし,週授業時間数は,最終 (通算呼称 8)

学年における週 2時間のままで,大きな変化にはな

らなかった｡学習目標,内容,内容の取扱いの指示

における変化からは,ハウプ トシューレにおける化

学カリキュラムの今回の改訂が,一方で,化学固有

性の確立,他IJで,学校 ･教員の自由裁量の拡大と

いう方針に従ったことが,窺い知れた.-

最後に,本稿 (オース トリアのハウプ トシューレ

における化学カリキュラムの改訂) ･前稿 (オース

トリアの前期中等教育段階における生物 ･環境カリ

キュラムの改訂)7'･前前稿 (オース トリアのハウ

プ トシューレにおける物理カリキュラムの改訂)6',

3編の総括を,まず,前期中等教育段階 (ハウプ ト

シューレ,普通教育中等学校の下級段階)における

新旧カリキュラム (完全実施年度 :薪 2003/04･旧

1988/89)｢生物 ･環境BiologieundUmweltkundeJ

｢物理Physik｣｢物推 ･化学physikundChemieJ

｢化学chemie｣の過授業時間数の変化表,表11を

作成し,行っていく｡

大きな変化は,ハウプ トシューレにおける物理 ･

化学の分化,全ての学校 ･類型において科学諸教科

の授業時間数合計の減少,つまり,ハウプトシュー

レで 3 (-9十8-7-5-2),ギムナジウムの†

級段階で 3 (- 9十 6十 2- 7- 5- 2),実科ギ

ムナジウムの下級段階で 2 (-9+6+2-8-5--

2),経済実科ギムナジウムの下級段階で 3 (-9十

6+4-7-5-4)の減少である｡

どの学年においても,授業時間数が増えた教科は

ない｡ 1時間減は第 1学年の生物 ･環境,第2学年

の物理,第3学年のギムナジウム&経済実科ギムナ

ジウム下級段階の生物 ･環境であり,ハウプ トシュ

ーレ･ギムナジウム&経済実科ギムナジウム下級段

階における生物 ･環境の授業時間数合計は2時間の

減少に至った｡まったく,変化がなかったのは普通

教育中等学校の下級段階における化学だけあり,ま

た,ハウプ トシューレ第4学年の物理 ･化学の内2

時間が事実上化学だったのでハウプトシューレにお

ける化学も変化がなかった,つまり,授業時間数で

は,前期中等教育段階 (ハウプ トシューレ,普通教

育中等学校の下級段階)全てで化学は変化がなかっ

たのである｡

学校 ･類型による違い,一方で,ハウプトシュー

レと普通教育中等学校の下級段階とで教科数2 (生

物 ･環境,物理 ･化学)か 3 (生物 ･環境,物理,

化学)a)違い///物坤 ･化学か物理と化学の違いは解

消されたが,他方で,生物 ･環境ではハウプトシュ

ーレ及びギムナジウム&経済実科ギムナジウムの下

級段階の計 3つと実科ギムナジウムの下級段階とに

2分化し.化学ではハウプ トシューレ及びギムナジ

ウム&実科ギムナジウムの F級段階の計 3つと経済

実科ギムナジウムの下級段階とに2分化したままで

ある｡つまり,学校 ･類型を特徴付ける教科は,物

理 ･化学がハウゾ トシューレであった一方,生物 ･

環境が実科ギムナジウムのf級段階になり,化学が

経済実科ギムナジウムの下級段階のままである｡

表 11 前期中等教育段階 (ハウプ トシューレ,普通教育中等学校の下級段階)における新旧カリキュラム

(完全実施年度 :新2003/04･旧1988/89)｢生物 ･環境 BiologieundUmweltkundeJ｢物理 PhysikJ
｢物理 ･化学 physikundChemieJ｢化学Chemie｣の週授業時間数の変化表

学年 1 2 3 4 合計 新旧 合計 1 2 3 4 学年
ハウプトシューレ

生物.環境 2 2 1 r) 7 ■-. 9 3 2 2 り 唯物.環堵

物理 - 1 2 り 5 lf 8 2 2 4 物理.化学化学 - - - 2 2

普通教育中等学校の下級段階

生物.環境 G/WK/RG C/WKRGG,lWK,'RLiG/WKRG類型 G/WK/RG 穀物.環境
2 2 1 2 り 7 8 ● 一 一 9 31｢㌻LL-｢2-■~~~~~｢亘- ー~

物理 G/WK/RG類型 G/WK/RG 物理
二~T ■1｢ 口2 2 5 ー 6 -1 r ｢㌻~ 2

化学 G′.WK/RG C/RGWKG/WK′′RGG/RCWK類型 C/RGWKG/WK/RG G/RG WKGノWKノ′RC化学
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新 (現行)に変わって,物理は,前期中等教育段

階の全てで.単一の授業時間数 ･目標 ･内容 ･内容

の取扱いとなった｡生物 ･環境は,授業時間数合計

で 2分化 したが,単一の目標 ･内容 ･内容の取扱い

となった.〕化学は,授業時間数合計 ･目標 ･内容で

った｡

結局,前期中等教育段階におけるか ノキュラムの

改訂で化学は,生物 ･環境,物理に比べれば,大き

な変化はなかったといえる｡その原因としては,坐

物 ･環境,物理に比べて重み付けが小 さく (授業時

間数の少なさ,最終の学年のみでの履修),そもそ

ち,余地が少なかったことが考えられる｡

なお,本論文は､第32回 日本科学教育学会年会

(平成20年 六月22日,岡山理科大学)においてH頭

発表 した内容に,基づいたものである｡
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